
学校番号 ４１１ 

 

平成 31 年度 英語科 

 

教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

英語 総合英語 ２ 第１学年 

新 興 出 版 啓 林 館 「 Revised Element English 

Communication Ⅰ」 

桐原書店「Hyper Listening Elementary 3rd Edition」 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・総合英語の授業は、「話すこと」、「書くこと」、「聞くこと」、「読むこと」という４技能の力をつける授業です。そのため、聞いたり読

んだりしたことを基に情報や考えなどについて話したり書いたりする言語活動を多く行います。授業では積極的に活動に参加しましょ

う。 

・英語の語彙や文法については、実際のコミュニケーションでどのように使われるか、ということを意識して学習することが大切です。

常に「英語を使う」ということを意識して学習しましょう。 

・音読は外国語学習の中でとても大切な練習の一つです。英語のリズムやイントネーションに気をつけ、聞いている人にきちんと伝わ

るような音読を心がけましょう。 

 

２ 学習の到達目標（CAN-DO リストによる当該学年の４技能の到達目標） 

【第１学年】履修科目：「英語超人Ⅰ」（４単位）及び「総合英語」（２単位） 

主な教材：上記科目の教科書、教科書の内容に関連した別教材 

話すこと 書くこと 聞くこと 読むこと 

学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 

自分のことや身

の回りのことに

ついて簡単な紹

介や説明を求め

られても、即興で

適切に応答する

ことができる。 

簡単な語や表現

を使って、互いの

意見交換（賛成か

反対か、どう思っ

ているかなど）を

することができ

る。 

英語超人Ⅰ 

 

出席状況 

授業観察 

小テスト 

定期テスト 

 

 

総合英語 

 

出席状況 

授業観察 

小テスト 

定期テスト 

身近な話題に関して

読んだり聞いたりし

た内容の要点を文章

で書くことができ

る。 

身近な話題に関して

読んだり聞いたりし

た内容に対する意見

や感想を基礎的な語

彙を用いて書くこと

ができる。 

英語超人Ⅰ 

 

出席状況 

授業観察 

小テスト 

定期テスト 

 

 

総合英語 

 

出席状況 

授業観察 

小テスト 

定期テスト 

◇趣味やクラブ活

動などの身近なト

ピックについてゆ

っくりはっきりと

話されれば具体的

な情報を聞き取る

ことができる。 

◇ダンスや物の制

作など一連の行動

の手順について、

ゆっくりはっきり

と指示されればそ

のとおり行うこと

ができる。 

英語超人Ⅰ 

 

出席状況 

授業観察 

小テスト 

定期テスト 

 

 

総合英語 

 

出席状況 

授業観察 

小テスト 

定期テスト 

◇有名人物の

伝記や歴史上

の出来事につ

いての英文を

読み、適宜辞書

も利用しなが

ら事実関係を

把握すること

ができる。 

◇簡単な英語

で表現されて

いれば、ガイド

ブックなどを

読んで必要な

情報を見つけ

出すことがで

きる。 

英語超人Ⅰ 

 

出席状況 

授業観察 

小テスト 

定期テスト 

 

 

総合英語 

 

出席状況 

授業観察 

小テスト 

定期テスト 

 

 

 

 



 

３ 

観

点 

コミュニケーションへの 

関心・意欲・態度 
英語表現の能力 英語理解の能力 

言語や文化についての 

知識理解 

実

施

方

法 

・ワークシートを提出させ、

その内容を取組状況の判断

材料として活用する 

 

・ペアでの言語活動を観察す

る。 

・ワークシートを提出させ、

その内容を取組状況の判断

材料として活用する。 

 

・ペアでの言語活動を観察す

る。 

・定期テストの筆記テストに

おいて、内容理解を問う出

題により、内容理解ができ

ているかを判断する。 

 

・言語の使用場面と働きを意

識した定期テストの筆記テ

ストにおいて、知識が身に

付いているかを判断する。 

 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



４ 学習の活動 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 1 

( 6 時間) 
<異文化交流・言

語> 

笑いは最高のコ

ミュニケーショ

ン 

桂かい枝さんの

落語論 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・落語について知って

いる情報や、落語に

ついて考えているこ

とを、間違うことを

恐れず、積極的に話

す。 

・ワークシートを利用し、

落語について英語で説

明する。ワークシート

に基づきペアあるいは

グループワークを通じ

て考えを伝え合う。 

・落語についての情報

や自分の意見を話

すことができる。 

 

 

 

・ペア、グループ等で

の言語活動を観察

する。 

「英語表現の能力」 

・落語について内容を

要約する。 

 

・ペアまたはグループで

各パートの内容につい

て発表しあう。 

・落語について内容を

要約することがで

きる。 

・ペアまたはグループ

での言語活動を観

察する。 

「英語理解の能力」 

・落語について読んだ

ことを理解する。 

・パートごとにその内容

を理解する。 

 

 

 

・○○について読んだ

ことを理解するこ

とができる。 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容

理解を問う出題に

より、内容理解がで

きているかを判断

する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・英語の５文型 

・to 不定詞と動名詞を

理解する。 

・文法項目の確認すると

ともに、文化的背景を

ふまえ内容を理解す

る。 

 

 

・英語の５文型 

・to 不定詞と動名詞こ

とができる。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期

テストの筆記テス

トにおいて、知識が

身に付いているか

を判断する。 

Lesson 2 

( 6 時間) 
<動物・友情> 

ライオンと人

間の絆  

200 万人が見

た感動の実話 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・間違うことを恐れず、

積極的に野生動物・

ペット、人間との交

流についての情報や

考えについて話す。 

 

・各パートを読む前に、

野生動物・ペット、人

間との交流について知

っている情報や、考え

ていることを、ワーク

シートに基づいて、ペ

アで伝え合う。 

・間違うことを恐れ

ず、積極的に野生動

物・ペット、人間と

の交流についての

情報や考えについ

て話す。 

 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する 

 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

「英語表現の能力」 

・興味をひかれた事実

について、適切に書

く。 

 

・パートごとに、興味を

ひかれた事実につい

て、ワークシートに英

語で書く。 

 

・興味をひかれた事実

について、適切に書

く。 

 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する。 

・ペアでの言語活動を
観察する。 

「英語理解の能力」 

・野生のライオンとの

交流について、読ん

だことを理解する。 

 

・パートごとに、関連し

た画像などを見なが

ら、野性のライオンと

の交流について読み、

イメージとともに、そ

の内容を理解する 

 

・野生のライオンとの

交流について、読ん

だことを理解する

ことができる。 

 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容

理解を問う出題に

より、内容理解がで

きているかを判断

する。 

 

「言語や文化についての知識・理解」 

・現在完了形 

・受動態 

・分詞の限定用法・現

在完了形 

・受動態 

・分詞の限定用法を理

解する。 

・文法項目の確認すると

ともに、文化的背景を

ふまえ内容を理解す

る。 

 

 

 

・現在完了形 

・受動態 

・分詞の限定用法・現

在完了形 

・受動態 

・分詞の限定用法を理

解することができ

る。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期

テストの筆記テス

トにおいて、知識が

身に付いているか

を判断する。 

 



 

 

 

 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 3 

( 6 時間) 
<科学・技術> 

予言は実現し

た？ 

科学者たちの

見た未来 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・間違うことを恐れず、

積極的に科学者達が

かつて予言した未来

についての情報や考

えについて話す。 

 

・パートごとの内容に対

する感想や意見につい

て話すためのキーワー

ドをワークシートにメ

モし、それを参考にし

ながらグループで伝え

合う。 

・間違うことを恐れ

ず、積極的に科学者

達がかつて予言し

た未来についての

情報や考えについ

て話す。 

 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する 

・ペア・グループでの

言語活動を観察す

る。 

「英語表現の能力」 

・科学者達がかつて予

言した未来について

内容を要約する 

 

・ペアまたはグループで

各パートの内容につい

て発表しあう。 

・科学者達がかつて予

言した未来につい

て内容を要約する

ことができる。 

・ペアまたはグループ

での言語活動を観

察する。 

「英語理解の能力」 

・科学者達がかつて予

言した未来について

読んだことを理解す

る。 

・パートごとにその内容

を理解する。 

 

 

 

・科学者達がかつて予

言した未来につい

て読んだことを理

解することができ

る。 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容

理解を問う出題に

より、理解ができて

いるかを判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・S＋V＋O（疑問詞節・

if 節） 

・関係代名詞・S＋V＋

O（疑問詞節・if 節） 

・関係代名詞を理解す

る。 

・文法項目の確認すると

ともに、文化的背景を

ふまえ内容を理解す

る。 

 

 

・S＋V＋O（疑問詞

節・if 節） 

・関係代名詞・S＋V

＋O（疑問詞節・if 節） 

・関係代名詞を理解す

ることができる。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期

テストの筆記テス

において、知識が身

に付いているかを

判断する。 

Lesson 4 

( 6 時間) 
<戦争・平和> 

広島・長崎の

二重被爆者  

山口さんの平

和への思い 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・２度の原子爆弾投下

について知っている

情報や、核兵器につ

いて考えていること

を、間違うことを恐

れず、積極的に話す。 

・ワークシートを利用し、

キーワードをもとに各

写真を示しながら２度

の原子爆弾投下につい

て簡単な英語で説明す

る。 

 

・２度の原子爆弾投下

について知ってい

る情報や、核兵器に

ついて考えている

ことを、間違うこと

を恐れず、積極的に

話すことができる。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

「英語表現の能力」 

・２度の原子爆弾投下

について内容を要約

する。 

 

・ペアまたはグループで

各パートの内容につい

て発表しあう。 

・２度の原子爆弾投下

について内容を要

約することができ

る。 

・ペアまたはグループ

での言語活動を観

察する。 

「英語理解の能力」 

・２度の原子爆弾投下

について、読んだこ

とを理解する。 

 

・パートごとに、関連し

た画像などを見なが

ら、２度の原子爆弾投

下について読み、イメ

ージとともに、その内

容を理解する 

 

・２度の原子爆弾投下

について、読んだこ

とを理解すること

ができる。 

 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容

理解を問う出題に

より、内容理解がで

きているかを判断

する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・S+V+C（分詞） 

・S+V（知覚・使役動詞）

+O+C（原形不定詞・分

詞） 

・過去完了形を理解す

る。 

・文法項目の確認すると

ともに、文化的背景を

ふまえ内容を理解す

る。 

 

 

・S+V+C（分詞） 

・S+V（知覚・使役動

詞）+O+C（原形不定

詞・分詞） 

・過去完了形を理解す

ることができる。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期

テストの筆記テス

トにおいて、知識が

身に付いているか

を判断する。 



 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Further 

Reading 1 

( 4 時間) 

<教育・ユーモ

ア> 

子どもが大人

に勝てる？ 

ゲームの意外

な結末 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・マシュマロチャレン

ジについての情報や

自分の意見を話す。 

・ワークシートを利用し、

マシュマロチャレンジ

について英語で説明す

る。ワークシートに基

づきペアあるいはグル

ープワークを通じて考

えを伝え合う。 

・マシュマロチャレン

ジについての情報

や自分の意見を話

すことができる。 

 

 

 

・ペア、グループ等で

の言語活動を観察

する。 

「英語表現の能力」 

・マシュマロチャレン

ジについて内容を要

約する。 

 

・ペアまたはグループで

各パートの内容につい

て発表しあう。 

・マシュマロチャレン

ジマシュマロチャ

レンジについて内

容を要約すること

ができる。 

・ペアまたはグループ

での言語活動を観

察する。 

「英語理解の能力」 

・マシュマロチャレン

ジについての説明を

読んで、○○に関す

る情報の概要や要点

を捉える。 

 

・つながりを示す語やフ

レーズをたよりに、論

理の展開を読み取る。 

 

・マシュマロチャレン

ジについての説明

を読んで、○○に関

する情報の概要や

要点を捉える。 

 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容

理解を問う出題に

より、内容理解がで

きているかを判断

する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・間接疑問を理解する。 ・文法項目の確認すると

ともに、文化的背景を

ふまえ内容を理解す

る。 

 

・間接疑問を理解する

ことができる。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期

テストの筆記テス

トにおいて、知識が

身に付いているか

を判断する。 

Lesson 5 

( 6 時間) 
<食文化・健康

> 

人 々 を 救 う

「うま味」 

和食の秘密 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・「うま味」についての

情報や自分の意見を

話す。 

 

・ワークシートを利用し、

「うま味」について英

語で説明する。ペア、

グループワークを通じ

て考えを伝え合う。 

・「うま味」について

の情報や自分の意

見を話すことがで

きる。 

・ペア、グループ等で

の言語活動を観察

する。 

「英語表現の能力」 

・「うま味」についての

説明を読み、その内

容について、写真等

を見せながら、例示

する表現と（文法項

目）を用いて簡潔に

説明する文章を書

く。 

・「うま味」について、デ

ータや数値などの情報

を再話し、自身の考え

などを、グループで互

いに発表しあう。 

 

・「うま味」について

の説明を読み、その

内容について、写真

等を見せながら、例

示する表現と（文法

項目）を用いて簡潔

に説明する文章を

書くことができる。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する。 

・ペア・グループでの

言語活動を観察する。 

「英語理解の能力」 

・「うま味」について、

読んだことを理解す

る。 

 

・パートごとに、関連し

た画像などを見なが

ら、「うま味」について

読み、イメージととも

に、内容を理解する 

・「うま味」について、

読んだことを理解

することができる。 

 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容

理解を問う出題に

より、内容理解がで

きているかを判断

する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・助動詞+受動態 

・要求・提案などを表

す動詞の that 節におけ

る動詞の原形 

・関係代名詞の what

を理解する。 

・文法項目の確認すると

ともに、文化的背景を

ふまえ内容を理解す

る。 

・助動詞+受動態 

・要求・提案などを表

す動詞の that 節にお

ける動詞の原形 

・関係代名詞の what

を理解できる。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期

テストの筆記テス

トにおいて、知識が

身に付いているか

を判断する。 



 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 6 

( 6 時間) 
<国際関係・ボ

ランティア> 

国際支援に必

要 な こ と と

は？ 

失敗から学ぶ

教訓 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・国際ボランティアに

ついて知っている情

報や、国際支援につ

いて考えていること

を、間違うことを恐

れず、積極的に話す。 

・ワークシートを利用し、

キーワードをもとに各

写真を示しながら国際

ボランティアについて

簡単な英語で説明す

る。 

 

・国際ボランティアに

ついて知っている

情報や、国際支援に

ついて考えている

ことを、間違うこと

を恐れず、積極的に

話すことができる。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

「英語表現の能力」 

・国際ボランティアに

ついての説明を読

み、その内容につい

て、写真等を見せな

がら、例示する表現

と（文法項目）を用

いて簡潔に説明する

文章を書く。 

 

・ワークシートを用いて、

パートごとに国際ボラ

ンティアについて、例

示する表現と（文法項

目）を用いて簡潔な説

明文を書く。 

 

・国際ボランティアに

ついての説明を読

み、その内容につい

て、写真等を見せな

がら、例示する表現

と（文法項目）を用

いて簡潔に説明す

る文章を書くこと

ができる。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する。 

・ペア・グループでの

言語活動を観察する。 

「英語理解の能力」 

・国際ボランティアに

ついての説明を読ん

で、国際支援に関す

る情報の概要や要点

を捉える。 

 

・つながりを示す語やフ

レーズをたよりに、論

理の展開を読み取る。 

 

・国際ボランティアに

ついての説明を読

んで、国際支援に関

する情報の概要や

要点を捉える。 

 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容

理解を問う出題に

より、内容理解がで

きているかを判断

する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・関係代名詞の非限定

用法 

・形式主語の it を理解

する。 

・文法項目の確認すると

ともに、文化的背景を

ふまえ内容を理解す

る。 

・関係代名詞の非限定

用法 

・形式主語の it を理解

することができる。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期

テストの筆記テス

トにおいて、知識が

身に付いているか

を判断する。 

Lesson 7 

( 6 時間) 
<科学・環境> 

自然界に隠れ

た科学技術の

ヒント 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・バイオミメティック

スについて知ってい

る情報や、新技術に

ついて考えているこ

とを、積極的に話す。 

・ワークシートを利用し、

キーワードをもとに各

写真を示しながらバイ

オミメティックスにつ

いて簡単な英語で説明

する。 

・バイオミメティック

スについて知って

いる情報や、新技術

について考えてい

ることを、積極的に

話すことができる。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

「英語表現の能力」 

・バイオミメティック

スについて内容を要

約する。 

・ペアまたはグループで

各パートの内容につい

て発表しあう。 

・バイオミメティック

スについて内容を

要約することがで

きる。 

・ペアまたはグループ

での言語活動を観

察する。 

「英語理解の能力」 

・バイオミメティック

スについて、読んだ

ことを理解する。 

 

・パートごとに、関連し

た画像などを見なが

ら、バイオミメティッ

クスについて読み、そ

の内容を理解する 

・について、読んだこ

とを理解すること

ができる。 

 

 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて内容

理解ができている

かを判断する。 

 

「言語や文化についての知識・理解」 

・現在完了進行形 

・関係副詞 

・形式目的語の it を理

解する。 

・文法項目の確認すると

ともに、文化的背景を

ふまえ内容を理解す

る。 

・現在完了進行形 

・関係副詞 

・形式目的語の it を理

解することができ

る。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期

テストの筆記テス

トにおいて、知識が

身に付いているか

を判断する。 



 

 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 8 

( 6 時間) 
<スピーチ・現

代社会> 

伝説の招致プ

レゼン 

成功の秘訣と

は 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・間違うことを恐れず、

積極的にプレゼンテ

ーションについての

情報や考えについて

話す。 

 

・パートごとの内容に対

する感想や意見につい

て話すためのキーワー

ドをワークシートにメ

モし、それを参考にし

ながらグループで伝え

合う。 

・感想や意見について

話すためのキーワ

ードをワークシー

トにメモし、それを

参考にしながらグ

ループで伝え合う

ことができる。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する 

・ペア・グループでの

言語活動を観察す

る。 

「英語表現の能力」 

・プレゼンテーション

について内容を要約

する。 

 

・ペアまたはグループで

各パートの内容につい

て発表しあう。 

・プレゼンテーション

について内容を要

約することができ

る。 

・授業時間を利用して

インタビューテス

トを実施する。 

（テスト時は、１クラ

スに教員２人を配

置する） 

 

「英語理解の能力」 

・プレゼンテーション

について読んだこと

を理解する。 

・パートごとにその内容

を理解する。 

 

 

 

・プレゼンテーション

について読んだこ

とを理解すること

ができる。 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容

理解を問う出題に

より、内容理解がで

きているかを判断

する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・仮定法過去 

・仮定法過去完了を理

解する。 

・文法項目の確認すると

ともに、文化的背景を

ふまえ内容を理解す

る。 

・仮定法過去 

・仮定法過去完了・仮

定法過去 

・仮定法過去完了を理

解することができ

る。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期

テストの筆記テス

トにおいて、知識が

身に付いているか

を判断する。 

Further 

Reading 2 

( 4 時間) 

<動物・友情> 

出会いが運命

を変えた 

猫と男の友情

ストーリー 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ストーリーについて

の自分の意見を話

す。 

・ワークシートを利用し、

ストーリーについて英

語で説明する。ワーク

シートに基づきペアあ

るいはグループワーク

を通じて考えを伝え合

う。 

・ストーリーについて

自分の意見を話す

ことができる。 

 

 

 

・ペア、グループ等で

の言語活動を観察

する。 

「英語表現の能力」 

・ストーリーについて

内容を要約する。 

 

・ペアまたはグループで

各パートの内容につい

て発表しあう。 

・ストーリーについて

内容を要約するこ

とができる。 

・ペアまたはグループ

での言語活動を観

察する。 

 

 

「英語理解の能力」 

・ストーリーについて

読んだことを理解す

る。 

・パートごとにその内容

を理解する。 

 

 

 

・ストーリーについて

読んだことを理解

することができる。 

・定期テストにおい

て、内容理解を問う

出題により、内容理

解ができているか

を判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・（文法項目）を理解す

る。 

・文法項目の確認すると

ともに、文化的背景を

ふまえ内容を理解す

る。 

・（文法項目）を理解

することができる。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期

テストにおいて、知

識が身に付いてい

るかを判断する。 

 



 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 9 

( 6 時間) 
<障害・人間愛

> 

「消防士にな

りたい」  

難病の少年の

夢をかなえた

人々 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・子どもの夢をかなえ

ることについて考え

ていることを、間違

うことを恐れず、積

極的に話す。 

・ワークシートを利用し、

キーワードをもとに各

写真を示しながら○○

について簡単な英語で

説明する。 

 

・○○について知って

いる情報や、○○に

ついて考えている

ことを、間違うこと

を恐れず、積極的に

話すことができる。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

「英語表現の能力」 

・ストーリーについて

写真等を示しながら

説明し、子どもの夢

をかなえることにつ

いて自分の考えを話

す。 

・ペアまたはグループで

各パートの内容につい

て発表しあう。 

 

・ストーリーについて

写真等を示しなが

ら説明し、子どもの

夢をかなえること

について考えを話

すことができる。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する。 

・ペア・グループでの

言語活動を観察。 

「英語理解の能力」 

・ストーリーについて、

読んだことを理解す

る。 

 

・パートごとに、関連し

た画像などを見なが

ら、ストーリーを読み、

イメージとともに、そ

の内容を理解する 

 

・ストーリーについ

て、読んだことを理

解することができ

る。 

 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容

理解を問う出題に

より、内容理解がで

きているかを判断

する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・仮定法を含む表現(1) 

・仮定法を含む表現(2) 

・seem [appear] to do

を理解する。 

・文法項目の確認すると

ともに、文化的背景を

ふまえ内容を理解す

る。 

・仮定法を含む表現(1) 

・仮定法を含む表現(2) 

・seem [appear] to do

を理解することが

できる。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期

テストの筆記テス

トにおいて、知識が

身に付いているか

を判断する。 

Lesson 10 

( 6 時間) 
<人権・スポー

ツ> 

南アフリカの

歴史を変えた

マンデラとラ

グビー 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・アパルトヘイトにつ

いて知っている情報

や、考えていること

を、間違うことを恐

れず、積極的に話す。 

・ワークシートを利用し、

キーワードをもとに各

写真を示しながらアパ

ルトヘイトについて簡

単な英語で説明する。 

 

・アパルトヘイトにつ

いて知っている情

報や、考えているこ

とを、間違うことを

恐れず、積極的に話

すことができる。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

「英語表現の能力」 

・アパルトヘイトにつ

いての説明を読ん

で、写真等を示しな

がら説明し、自分の

考えを話す。 

・写真等を示しながら、

アパルトヘイトについ

て説明し、自分の考え

を話す。 

 

・アパルトヘイトにつ

いての説明を読ん

で、写真等を示しな

がら説明し、自分の

考えを話すことが

できる。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する。 

・ペア・グループでの

言語活動を観察す

る。 

「英語理解の能力」 

・アパルトヘイトにつ

いて、読んだことを

理解する。 

 

・パートごとに、関連し

た画像などを見なが

ら、アパルトヘイトに

ついて読み、イメージ

とともに、その内容を

理解する 

・アパルトヘイトにつ

いて、読んだことを

理解することがで

きる。 

 

・定期テストにおい

て、内容理解を問う

出題により、内容理

解ができているか

を判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・過去完了進行形 

を理解する。 

・文法項目の確認すると

ともに、文化的背景を

ふまえ内容を理解す

る。 

・過去完了進行形 

を理解することがで

きる。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期

テストの筆記テス

トにおいて、知識が

身に付いているか

を判断する。 



 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Further 

Reading 3 

( 4 時間) 

<女性・生き方

> 

３人のアン 

「赤毛のア

ン」をめぐる

物語 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・女性の生き方につい

ての情報や自分の意

見を話す。 

・ワークシートを利用し、

女性の生き方について

英語で説明する。ワー

クシートに基づきペア

あるいはグループワー

クを通じて考えを伝え

合う。 

 

・女性の生き方につい

ての情報や自分の

意見を話すことが

できる。 

 

 

 

 

・ペア、グループ等で

の言語活動を観察

する。 

「英語表現の能力」 

・ストーリーの内容を

要約する。 

 

 

 

・ペアまたはグループで

各パートの内容につい

て発表しあう。 

・○○について内容を

要約することがで

きる。 

 

 

・ペアまたはグループ

での言語活動を観

察する。 

「英語理解の能力」 

・女性の生き方につい

て読んだ内容を理解

する。 

・パートごとにその内容

を理解する。 

 

 

 

・女性の生き方につい

て読んだことを理

解することができ

る。 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容

理解を問う出題に

より、内容理解がで

きているかを判断

する。 

 

「言語や文化についての知識・理解」 

・（文法項目）を理解す

る。 

・文法項目の確認すると

ともに、文化的背景を

ふまえ内容を理解す

る。 

・（文法項目）を理解

することができる。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期

テストの筆記テス

トにおいて、知識が

身に付いているか

を判断する。 


